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委員会の動き 委員会の動き
○総務産業建設常任委員会
　昨年の８月豪雨による被災箇所復旧調査について
	 総務産業建設常任委員長　三谷幸一郎

○教育民生常任委員会
　保育料の無料化及び学校給食費の無料化について
	 教育民生常任委員長　藤丸　髙德

昨年の８月豪雨により、町内各所で過去に例をみないほどの多くの被害が発生した。当委員会では昨年11月
４日に被災箇所の調査を行い、ひき続き５月22日に被災箇所復旧の進捗状況調査を行った。

　町道東土居岩原線八川地区内の２カ所、林道八川赤根線八川地区内、町道庵谷線船戸地区内、町道金五
郎線一ノ瀬地区内、町道久寿軒北川二区線久寿軒地区内、林道大杉大田口線西川地区内の７カ所の復旧状
況調査を行った。林道大杉大田口線は湧水が多く時期的なこともあり、工事に着手していなかったが、そ
れ以外の被災箇所は既に工事が完了していた。町内にはいまだ65件の復旧工事が必要な箇所があり、そ

の内42件については既に復旧工事発注済み
であるが、残り23件については早期に順次
発注する見通しだ。なお、地すべり関連道路
災害５件については、現在地すべり状況等の
調査中であり、復旧工事発注はまだ先になり
そうである。今年も台風シーズンが到来する
が災害が発生しないことを祈り、一日も早く
全被災箇所が復旧し地域住民が安心して暮ら
せるよう望む。

（１）保育料の無料化　　

　　平成27年４月１日現在の保育所の幼児は58人であり、保育所ごとの人数は、大杉保育所34人、
大田口保育所12人、豊永保育所12人である。年齢別は、１歳から３歳まで各10人、４歳14人、
５歳14人である。また、０歳から６歳を平均すると13人であり、今後も出生者数は、13人前後と
推測する。
　　平成26年度の町立保育所決算見込額は、歳入975万 9千 770円であり、歳出は9766万 6千
489円となっている。歳出中、大豊町子育て応援制度として、町内に在住し、町内の保育所に在所す
る年長児（５歳）を有する世帯11人に対し、保育料の90％の額を大豊町商工会商品券にて、総額
216万 2千円の助成を行っており、評価するものである。
　　今後の出生者数は前述したとおりであり、本町で子育てする若者が、安心して子育てできる環境を充
実するため、加えて定住促進の一環とする施策として保育料を無料化とするべきである。

（２）学校給食費の無料化

　　平成26年度決算見込みの需用費（賄材料費等）は、1,358万 4千 667円で年間食数3万 7千
128食、原価は366円となっている。給食費は、児童一人当たり280円のところ町が50円を助成
し230円、中学生300円のところ250円とし、児童の月額給食費は4千円、生徒は4千200円
であり、町が年額120万円を助成している。
　　現時点での無料化は、各家庭の食費負担等を考慮しても適切な給食単価であり現状維持が妥当と考え
る。
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町道東土居岩原線災害箇所調査（八川地内）

大豊町議会第２委員会室


